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条
例
改
正

行
政
報
告

第4回定例会
（令和6年6月）行政報告/審議結果
▼ 

農
作
物
の
生
育
状
況
等

　

に
つ
い
て

　

６
月
１
日
現
在
の
生
育
状

況
等
に
つ
い
て
、
今
年
の
春

先
は
、
高
気
圧
に
覆
わ
れ
晴

れ
た
日
が
多
く
、
気
温
は
平

年
よ
り
も
高
く
推
移
し
た
。

ま
た
、
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
て
も
、
一
時
的
に
低
温
の

時
期
も
あ
っ
た
が
、
比
較
的

好
天
の
日
が
多
く
、
適
度
な

降
雨
も
あ
り
、
各
作
物
と
も

順
調
な
生
育
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

主
な
作
物
の
生
育
状
況
は
、

秋
ま
き
小
麦
は
春
先
か
ら
の

好
天
に
よ
り
、
草
丈
、
茎
数

と
も
平
年
並
み
か
や
や
良
で
、

幼
穂
形
成
期
は
平
年
よ
り
４

日
早
く
、
出
穂
期
も
６
日
早

ま
っ
て
い
る
。
馬
鈴
薯
も
平

年
よ
り
８
日
早
く
植
え
付
け

が
終
わ
り
、
萌
芽
期
も
２
日

早
く
生
育
は
順
調
で
あ
る
。

て
ん
菜
は
直
播
並
び
に
移
植

栽
培
と
も
に
出
芽
、
活
着
は

良
好
で
、
生
育
は
順
調
で
あ

補
正
予
算

る
。
播
種
作
業
も
平
年
並
み

に
始
ま
っ
た
大
豆
・
小
豆
の

出
芽
期
は
平
年
並
み
と
な
っ

て
お
り
、
に
ん
に
く
に
つ
い

て
も
、
生
育
は
順
調
で
あ
る
。

　

一
方
、
飼
料
作
物
に
お
い

て
も
、
牧
草
は
、
好
天
の
影

響
も
あ
り
生
育
は
順
調
で
、

ま
も
な
く
一
番
草
の
収
穫
が

始
ま
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま

た
、
サ
イ
レ
ー
ジ
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
も
播
種
作
業
は
平
年

並
み
に
終
了
し
、
生
育
も
平

年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

▼ 

町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

令
和
６
年
度
税
制
改
正
に

よ
る
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
令
和
６
年

３
月
30
日
に
交
付
さ
れ
、
町

税
条
例
の
改
正
が
必
要
に
な

る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

清
水
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

国
の
「
子
ど
も
ミ
ラ
イ
戦

略
方
針
」
に
お
い
て
、
幼
児

教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
を

目
的
と
し
た
保
育
所
型
事
業

所
内
保
育
事
業
所
（
※
現
在

本
町
に
は
な
い
）
に
お
け
る

満
３
歳
以
上
児
の
職
員
配
置

基
準
の
改
正
が
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
条

例
の
改
正
が
必
要
に
な
る
こ

と
か
ら
改
正
す
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

１
号
）

　

既
定
予
算
に
１
億
４
０
３

６
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
88
億
８
３
６
万
３

千
円
と
す
る
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
人
事

異
動
に
よ
る
人
件
費
ほ
か
、

自
治
体
中
間
サ
ー
バ
ー
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
更
新
負
担

金
、
施
設
修
繕
料
（
福
祉
館

分
）、
介
護
保
険
特
別
会
計

繰
出
金
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
加
圧
給
水
ポ
ン
プ
更
新
工

事
、
国
庫
道
費
補
助
金
返
還

金
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

生
活
支
援
給
付
金
事
務
）、

定
額
減
税
補
足
給
付
金
、
予

防
接
種
委
託
料
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
分
）、

牧
場
作
業
車
両
事
故
解
決
金
、

消
防
団
員
大
型
自
動
車
免
許

取
得
業
務
委
託
料
、
授
業
目

的
公
衆
送
信
使
用
料
、
図
書

館
資
料
購
入
費
な
ど
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

２
号
）

　

既
定
予
算
に
７
１
６
０
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

88
億
８
０
０
３
万
３
千
円
と

す
る
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
給
与

問
題
に
係
る
訴
訟
等
弁
護
士

委
託
料
、
職
員
給
与
損
害
賠

償
請
求
控
訴
事
件
解
決
金
ほ

か
、
事
務
事
業
用
消
耗
品
費

（
観
光
振
興
事
業
）、
施
設
用

備
品
（
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
等

施
設
運
営
事
業
）
な
ど
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

既
定
予
算
か
ら
10
万
７
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

12
億
７
８
８
９
万
３
千
円
と

す
る
。

　

内
容
は
、
人
事
異
動
に
よ

る
人
件
費
の
減
額
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

既
定
予
算
に
１
５
７
万
２

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
２
億
１
２
５
７
万
２
千
円

と
す
る
。

　

内
容
は
、
人
事
異
動
に
よ

る
人
件
費
の
増
額
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

既
定
予
算
に
73
万
１
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
12

億
８
２
３
万
１
千
円
と
す
る
。

　

内
容
は
、
人
事
異
動
に
よ

国
立
公
園
指
定
の
垂
れ
幕

出
芽
し
た
小
豆
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そ
の
他
の
議
案

【
工
事
名
】
下
佐
幌
基
線
北

道
路
舗
装
改
修
工
事

【
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
１
億
５
６
０

万
円

【
契
約
の
相
手
方
】
北
洋
道

路
株
式
会
社
清
水
支
店

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

第4回定例会
（令和6年6月）審議結果

【
工
事
名
】
西
都
団
地
公
営

住
宅
建
設
工
事

【
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
６
１
９
３
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】
有
限
会

社
秋
島
建
設

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

損
害
賠
償
請
求
事
件
の

和
解
及
び
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
９
月
、
町
職
員

の
運
転
す
る
車
両
が
清
水
町

字
清
水
第
８
線
１
１
７
番
地

の
国
道
２
７
４
号
と
道
道
55

号
の
交
差
点
に
お
い
て
、
後

方
に
停
車
し
て
い
た
車
両
に

接
触
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害

賠
償
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い

て

　

職
員
４
名
か
ら
控
訴
さ
れ

訴
訟
手
続
き
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
札
幌
高
等
裁
判
所
か

ら
和
解
勧
告
が
出
さ
れ
、
和

解
案
を
双
方
が
受
け
入
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

※
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
規
約
の
変

更
【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
、

支
出
か
ら
34
万
９
千
円
を
減

額
し
、
支
出
予
算
総
額
を
３

億
５
０
４
５
万
１
千
円
と
す

る
。

　

内
容
は
、
人
事
異
動
に
よ

る
人
件
費
の
減
額
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
３
件
）

【
工
事
名
】
北
斗
橋
橋
梁
修

繕
工
事

【
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
５
９
６
２
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】
田
村
建

設
株
式
会
社

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

清
水
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
市
町
村
計
画
の

変
更

　

計
画
策
定
後
に
実
施
す
る

事
業
内
容
の
変
更
と
、
令
和

４
年
３
月
に
改
定
し
た
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
の

整
合
性
を
図
る
た
め
、
関
係

す
る
本
文
を
変
更
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

人
事
案
件

▼ 

副
町
長
の
選
任
に
つ
い

て

　

山
本
司
さ
ん
（
下
佐
幌
北

栄
）
を
副
町
長
に
選
任
（
再
）

し
た
い
旨
の
町
長
提
案
が
あ

り
、
記
名
投
票
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
議
会
は
同
意
し
ま

し
た
。

山本　司 さん

菅野　靖洋 さん

▼ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

　

菅
野
靖
洋
さ
ん
（
奉
賛
）

を
推
薦
し
た
い
旨
の
町
長
提

案
が
あ
り
、
議
会
は
「
適
任
」

と
し
ま
し
た
。

　副町長の選任同意議案の採決は「記名
投票」で行われ、賛成６票、反対５票（無
効１票）の賛成多数で可決されました。
　議案の採決方法は、「簡易」「起立」「投
票」の３種類がありますが、どの方法を
行うかは、定例会開会前に行われる議会
運営委員会での協議結果を基に議長が判
断しています。
　「起立」採決を宣言した議長に対して、
「記名投票」（投票者の氏名を記すもの）
と「無記名投票」（投票者の氏名を記さ
ないもの）の両方の要求があったため、「無
記名投票」で諮った結果、賛成多数で「記
名投票」での採決となりました。
　※会議規則により、投票による表決に
おいて、「賛否を明らかにしない投票及
び賛否が明らかでない投票は、否とみな
す。」ことになっています。また、記名
投票において、自己の氏名の無いもの及
び議長が立会人の意見を聞き判断したも
のは「無効」となります。

副町長選任議案の採決

▼ 

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
、

支
出
を
１
６
６
万
１
千
円
を

増
額
し
、
支
出
予
算
総
額
を

２
億
５
７
０
６
万
１
千
円
と

す
る
。

　

内
容
は
、
第
２
浄
水
場
の

砂
取
器
修
繕
の
た
め
増
額
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

る
人
件
費
の
増
額
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】
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件 　　　名 提　出　者 審査委員会  委員会
結果

本会議での
結果と措置

厳しい農業情勢を打開する改正
基本法と関連法案を求める請願

清水町農民連盟
執行委員長
高田　秀昭

総務産業 採　択 採　択
意見書を提出

2025 年度地方財政の充実・強化
に関する請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会
会長　佐々木　隆徳

総務産業 採　択 採　択
意見書を提出

2024 年度北海道最低賃金改正等
に関する請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会
会長　佐々木　隆徳

総務産業 採　択 採　択
意見書を提出

　６月定例会前に受理した町民からの請願は３件でした。
　常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決定しました。

意意 

見見 

書書

▼
厳
し
い
農
業
情
勢
を
打

開
す
る
改
正
基
本
法
と
関

連
法
案
を
求
め
る
意
見
書

（
一
部
抜
粋
）

　

改
正
基
本
法
で
掲
げ
る
食

料
安
全
保
障
の
確
保
が
果
た

さ
れ
る
よ
う
、
国
内
の
農
業

生
産
の
増
大
を
基
本
に
、
生

産
基
盤
の
維
持
・
強
化
、
担

い
手
の
育
成
確
保
な
ど
の
予

算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

　

国
民
へ
の
理
解
醸
成
を
前

提
と
し
た
適
正
な
価
格
形
成

に
つ
い
て
は
、
生
産
コ
ス
ト

上
昇
分
を
一
方
的
に
消
費
者

に
負
担
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

国
も
一
定
程
度
負
担
を
担
い
、

生
産
費
等
が
反
映
で
き
る
よ

う
に
法
制
化
を
進
め
る
こ
と
。

▼
２
０
２
５
年
度
地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
に
関
す

る
意
見
書
（
一
部
抜
粋
）

社
会
保
障
の
充
実
、
地
域

活
性
化
、
D
X
化
、
脱
炭
素

化
、
物
価
高
騰
対
策
、
防
災
・

減
災
、
地
域
公
共
交
通
の
再

構
築
な
ど
、
増
大
す
る
地
方

公
共
団
体
の
財
政
需
要
を
的

確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
支
え
る
人
件
費
を
重

視
し
、
現
行
水
準
以
上
の
よ

り
積
極
的
な
地
方
財
源
の
確

保
・
充
実
を
は
か
る
こ
と
。

　

子
育
て
対
策
、
地
域
医
療

の
確
保
、
介
護
や
生
活
困
窮

者
の
自
立
支
援
な
ど
、
よ
り

高
ま
り
つ
つ
あ
る
社
会
保
障

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
、
地
方

単
独
事
業
分
含
め
、
十
分
な

社
会
保
障
経
費
の
拡
充
を
は

か
る
こ
と
。

▼
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

の
実
現
に
資
す
る
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
充
実

強
化
を
求
め
る
意
見
書

（
一
部
抜
粋
）

地
球
温
暖
化
や
山
地
災
害

の
防
止
な
ど
森
林
の
多
面
的

機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
適
切
な
間
伐
や
伐

採
後
の
着
実
な
植
林
の
推
進

に
必
要
な
森
林
整
備
事
業
予

算
や
、
防
災
減
災
対
策
の
推

進
に
必
要
な
治
山
事
業
予
算

を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。

※
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

　

か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
意

　

見
書
の
提
案

▼
２
０
２
４
年
度
北
海
道

最
低
賃
金
改
正
等
に
関
す

る
意
見
書
（
一
部
抜
粋
）

　

賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査

の
北
海
道
に
お
け
る
短
時
間

労
働
者
の
平
均
時
間
額
や
民

間
の
求
人
時
間
額
な
ど
を
参

考
と
し
て
、
最
低
賃
金
を
大

幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　

設
定
す
る
最
低
賃
金
は
、

道
内
高
卒
初
任
給
時
間
換
算

額
「
時
間
額
１
０
７
８
円
」

を
下
回
ら
な
い
水
準
に
改
善

す
る
こ
と
。

　

賃
上
げ
の
原
資
確
保
の
た

め
、
公
正
取
引
を
促
す
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

の
宣
言
企
業
拡
大
を
進
め
る

と
同
時
に
、「
労
務
費
の
適

切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交

渉
に
関
す
る
指
針
」
を
推
し

進
め
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
を
図
る
こ
と
。

請願審査の結果請願審査の結果

【
４
件
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
、

関
係
機
関
に
送
付
】


